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想によれば, 天文異変 (天変) は天が為政者に政治の良し悪しを示したものである｡ 天変の
意味を判断する学術は一種の占星術で, 研究者より国家占星術と呼ばれる｡
災異思想, 及びそこに含まれる天文思想は中国で成立して, 日本に輸入された｡ しかしな
がら日本での天文思想は倭国と呼ばれた時代の在来思想や, 地域独自の自然・社会条件の影
響を受けているはずで, 中国そのままという事はありえない｡ そこで本稿では, 天文思想輸
入以前の日本 (倭国) における天体観について素描したい｡ なお本稿で使う用語 ｢天体信仰｣
とは, 日月星辰の神格化が行われ, さらにその相互関係が意識された体系的な神話などを有






期に律令国家によって編纂された現存最古の歴史書である 『古事記』 『日本書紀』 (以下記紀
と略称) には, 様々な神話や説話が掲載される｡ しかしそこに星に関するものはほとんどな
い｡ 従って体系的な天体信仰の日本での存在については, 否定的な論者が多い2)｡ 次は唯一
45
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1) 本章は細井2002ｂの一部を, 大幅に加筆増補したものである｡ なお太陽神信仰の検討は今後の課題
として, 本稿では省略した｡
キーワード：天体信仰, 天体観測 (観察), 暦, 時刻, 時間管理











を遣わし, 葦 原 中 国
あしはらのなかつくに
を平定せしむ｡ 時に
二神曰く, ｢天に悪神あり｡ 名を天津甕星と曰う｡ 亦の名を天香香背男











通説では中国より天文暦学が輸入されるまで, 日本 (倭国) では天文学とその前提となる
天体信仰は発達しなかったとされた｡ しかし, この通説的見解に異議も出されている｡ 特に








に問題である｡ しかも一方で書紀は ｢天香香背男｣ に関して, 前掲の ｢天津甕星｣ とする一
書を引用するので, 星辰神話を敢えて無視する編纂態度だったわけでもない｡ さらにこの数
少ない ｢天津甕星｣ にも問題がある｡ 政府が編纂した歴史書・六国史 (書紀も含まれる) に
登場する流星記事には次のような ｢甕｣ 星が見える｡
(史料２) 『続日本紀』 天平宝字８年 (764) ９月壬子条
……この夜星あり｡ 押勝の臥屋の上に落つ｡ 其の大きさ甕の如し｡ ……
この他に流星に関しては ｢｣ の如しとする書紀天武13年 (684) 11月庚午条, 『続日本紀』
(以下続紀) 宝亀４年 (773) ５月辛丑条, ｢盆｣ の如しとする続紀宝亀７年２月甲子条など
の大きさ表現もある｡ これらは一種の定型表現で, このもととなる表現が実は中国にはあっ
た｡ 次は８世紀以来の日本における天文生の教科書である 『晋書』 天文志 (以下晋書志) の
一節で3), ｢飛星の大きさは缶もしくは甕の如し｣ との表現が頻出する｡
(史料３) 『晋書』 天文志中・流星 (原文のまま)
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2) 広瀬1972・第１章, 吉田1987・第２章, また勝俣2000・｢はじめに｣ 参照｡ 日本人の宇宙観を研究
する荒川紘氏 (1981・第１章) もこの立場である｡
3) 晋書志が天文生の教科書だった事は, 『類聚三代格』 巻５・天平宝字元年 (757) 勅を参照｡ また日
本における天文のテキストについては, 水口2005が詳しい｡
流星, 天使也｡ 自上而降曰流, 自下而升曰飛, 大者曰奔｡ 奔亦流星也｡ ……
飛星大如缶若甕, 後皎然白, 前卑後高｡ 此謂頓頑, 其所従者多死亡｡ 飛星大如缶若甕,
後皎然白, 星滅後, 白者曲環如車輪, 此謂解銜｡ 其国人相斬為爵禄｡ 飛星大如缶若甕,
其後皎然白, 長数丈｡ 星滅後, 白者化為雲流下, 名曰大滑｡ 所下有流血積骨｡
倭国では律令国家形成期の少し前にあたる推古朝 (593～628年) に中国の天文知識が輸入
され, 書紀に天変記事が登場するのも推古天皇紀からである (神田1934)｡ また流星は晋書
志に ｢その従うところは死亡多し｣ ｢その国人は相い斬りて爵禄をなす｣ ｢下るところ流血積
骨あり｣ とあるように, 発生すると害悪が起こる｡ 要するに記紀神話の ｢天津甕星｣ は, 中





), 七夕に関わる歌を取りあげる (54頁)｡ しかし７世紀後半に日本
は中国の律令制をもとに律令国家を成立させ, それにともなって乞巧奠 (七夕) の行事も輸




ぶ ｢日の宇宙軸｣ の観念があり, 天武朝に至ると, 飛鳥より見て香具山の上に輝く北極星
(｢天の香具山｣) を神聖視する ｢北辰の宇宙軸｣ の観念があったとする (荒川2001・第２章)｡
ヤマト地域にも太陽に関する独自の信仰や知識があった事は, 記紀神話のアマテラス説話と
民俗事例一般に照らしても想定できる｡ しかしその他の星辰については別である｡ ｢北辰の














4) 『釈日本紀』 巻11は ｢星辰｣ を, ｢私記曰, 師説, 大星謂美加保志｡ 今俗, 大蜂為美加羽知, 大栗為
美加久利之類也｣ と解釈する｡ つまり中国天文思想で星の大きさを示す ｢甕｣ 字にヤマト言葉の大＝
｢ミカ｣ を充てて, ｢アマツミカホシ｣ と読んだのであろう｡

































ツ鏡や経津主などの ｢フツ｣ が, 星を意味する南方語のビヌトゥハヌ・ヴトゥヌと同じとする氏の主
張の当否を言語学的に判断する力はない｡
6) これらについては, 勝俣2000・｢はじめに｣ に批判的に紹介されている｡
くなったら等, 地域での顕著な自然現象の季節的変化をもとに, 大雑把な約束は可能である｡
これが先述の農事暦ないし自然暦で, 近代に至るまで各地域の農作業などの目安になってい






うちエジプト, バビロニア, 中国, そしてアメリカなどはただ文明が発達したというだけで
はなく, 中央政府が広い領域を支配する帝国を形成していた点にも特徴がある｡ 広域を支配
するためには太陽と月と惑星それに天球の運動という, 小地域の気象に左右されない根拠に




の小国群やそこの人々は漠然と ｢倭｣ と呼ばれていた においては, ３世紀の邪馬台国に
暦がなかったとされる点に注意が必要である｡ 『魏志』 倭人伝・裴松之注が引用する 『魏略』




た｡ これを中国史に比較すれば, 紀元前11世紀頃に滅びた殷以前の段階であろう｡ 要するに
日本には３世紀までは, 精密な暦をもつ必然性がなかったのである8)｡
一方その２百年後にあたる５世紀後半の埼玉県・稲荷山古墳出土鉄剣の銘文9)には, ｢辛













児の名テヨカリワケ, 其の児の名タカヒシワケ, 其の児の名タサキワケ, 其の児の名ハ
テヒ,
(裏) 其の児の名カサヒヨ, 其の児の名ヲワケ臣, 世々杖刀人の首として, 事
つか
え奉り来





ったのである｡ 倭五王の時代, すなわち５世紀はその初期から, 大王墓と考えられる畿内の
古墳が超大型化する時期である｡ つまりヤマト政権の権力が急速に強化された時代であった｡
ところでこうした古墳を造営するためには, 大量の労働力を動員する必要がある｡ この時期
の大王墳である大山古墳 (墳長475ｍ, 後円部高約30ｍ, 前方部高約27ｍ) の場合, 大林
組による試算によると古代工法では延べ680万7000人 (１日あたりピーク時には2000人) の
作業員が必要で15年８ケ月の工期を要するとされた (加藤他1986)｡ この時期のヤマト政権
による日本列島支配を ｢前方後円墳国家｣ と捉える広瀬和雄氏は, これを踏まえて畿内の五
大古墳群 (大 和
おおやまと







われる｡ その際, 岡田芳朗氏は朔後の新たな月の出現で暦月がはじまり, 月の大小や閏月が
結縄で示される初歩的な大王暦を想像する (岡田1982・第１章)｡ しかしワカタケルの使用
する暦には ｢辛亥年七月｣ の用語が使われているので, 中国暦法に基づくものであるのは間
違いない11)｡ また月齢を読んで日次を決定する太陰暦では, 通常は暦法として不十分である｡
なぜなら１ヶ月 (＝１朔望月) の12倍は約354日であり, 実際の１年は約365日なので不足す
るからである｡ よって調整のための閏月を設定した上で, 正月より始めて毎月の月名を決定




なお５世紀後半のこの時期の暦法は, 倭国と中国南朝, 百済との友好関係から, 宋の何承
天が作成した元嘉暦というのが通説である (大谷1999・第３部２章)｡ 元嘉暦は南朝・宋の
元嘉22年 (455) に施行されている (藪内1990・付録)｡ 一方 『宋書』 倭国伝 (史料５) に明
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11) 朔を ｢月生 (つきたち)｣ とする事自体が, 中国の影響とされる (東野1977)｡
記されるように, 倭五王は永初２年 (421) より宋に朝貢をしている｡ 中国王朝は自らに朝
貢する周辺諸国に, 自らの使用する暦を使わせる｡ この点よりするなら, 倭国は元嘉暦以前
から中国式の暦の使用を, 宋から導入していた可能性が高い｡ 当然それは南朝の景初暦 (藪
内1990・付録) であろう (有坂1990・第１章)｡
(史料５) 『宋書』 倭国伝
倭国は高麗 (＝高句麗) の東南大海の中にあり, 世々貢職を修む｡
高祖の永初二年, 詔して曰く ｢倭讃, 万里貢を修む｡ 遠誠宜しく甄
あらわ
すべく, 除授を賜
うべし｣ と｡ 太祖の元嘉二年 (＝425), 讃, また司馬曹達を遣わして表を奉り方物を献
ず｡
讃死して弟珍立つ｡ 使を遣わして貢献し, 自ら使持節都督倭・百済・新羅・任那・秦
















に辺業を嗣ぐ｡ 宜しく爵号を授くべく, 安東将軍・倭国王とすべし｣ と｡
興死して弟武立ち, 自ら使持節都督倭・百済・新羅・任那・加羅・秦韓・慕韓七国諸





(史料６) 太和４年 (369) 石上神宮七支刀銘文12)
(表) 泰和四年十一月十六日丙午正陽, 百練銕の七支刀を造る｡ 帯びれば百兵を辟く｡
供するに宜し｡ 侯王に供す｡ □□□□作｡
(裏) 先世以来未だ有らざる此の刃｡ 百済王世□聖音に生を寄す｡ 故に倭王旨の為めに,
造りて後世に伝え示さん｡
そして百済は 『隋書』 百済伝に ｢宋の元嘉暦を行い, 建寅月 (＝１月) を歳首と為す｡
……毎に四仲の月 (＝２・５・８・11月) をもって,王は天及び五帝の神を祭り,其の始祖仇




関係が深い国であった｡ また降って６世紀の倭国の暦は, 書紀欽明天皇14年 (553) ６月条
｢内臣〈闕名〉を遣わして, 百済に使せしむ｡ ……勅して云く 『請うところの軍は,王の須
もちい
る
ところに随え』｡ 別に勅して, 『医博士, 易博士, 暦博士等を宜しく番により, 上下すべし｡
今上件の色人はまさに相い代わる年月なり｡ 宜しく還える使に付して相い代われ｡ 又卜書,
暦本, 種種薬物を付すべし』｣, また同15年２月条にあるように, 交代で百済より暦博士が派
遣され, 彼らが作成した (岡田1982・第２章)｡ 従ってワカタケル時代の毎年の暦も, 実際
には派遣百済人が造ったものか, 百済から原本が輸入されていたのであろう (大谷1999・第




の ｢七月中｣, 同じワカタケル代の江田船山古墳出土鉄刀銘に見える ｢八月中｣ を有坂隆道
氏 (1999・第７章) は, ｢七月中気・処暑｣ ｢八月中気・秋分｣ の事とする｡ しかし筆者はこ
れは有坂氏が否定した ｢七月の間｣ か, または書紀の古訓に従って ｢ナカノトヲカ｣ (中旬)
頃を意味するとの説が妥当と考える｡ なぜならまず七支刀 (史料６) などの鉄刀剣銘 (佐藤
2004) や銅鏡銘 (林1995) などの当時の倭国に存在した金石文の用例より見て, 節気を記す
よりはその日次, 干支あるいは日次＋干支を記す方が一般的と思われるからである｡ またも
し中気という日の特性を強調するなら, 史料６を参考にすれば, ｢中｣ ではなく ｢処暑｣ の
ような中気名を記すのではないか｡
もう一点指摘したいのは, 頒暦の問題である｡ 中央政府による時間管理は, 政府制定の毎
年の暦を被支配者側に頒布して周知しなければならない｡ しかしヤマト政権による地方への
頒暦開始は７世紀後半と思われ (細井2002ａ), ヤマト周辺 (畿内周辺) への暦日の浸透も,


















13) 告朔については主に古瀬1998・第Ⅲ部１章, 新川1999b・第１部１章, その他武光1998・第２編１













を献ず｡ 天皇, 膳夫をして以って問わしめて曰く ｢其の苞苴
は何物か｣｡ 対
こた
えて言く ｢牡鹿なり｣｡ これに問う ｢何処の鹿か｣｡ 曰く ｢菟餓野なり｣｡
時に天皇おもえらく ｢この苞苴は必ず其の鳴きし鹿なり｣｡ 因りて皇后に語りて曰く
｢朕れこのごろ懐抱ありて, 鹿声を聞いて慰む｡ 今佐伯部の鹿を獲るの日の夜及び山野
を推すに, 即ち鳴きし鹿に当たる｡ 其の人, 朕の愛づるを知らず以ってたまさか獲す






この佐伯部が月尽 (＝晦日) の翌日 (すなわち朔日) に, 大王に対する服属を意味する贄
(苞苴) を奉っているのは, ｢告朔｣ の儀礼を意味しているのではないか｡ もちろん仁徳天皇
が倭五王の１人に擬せられるからと言って, この説話自体が５世紀に遡るという確証はない｡














暦法は平朔法 (平均朔望月を使用｡ 実際の朔望月の長さは一定ではない) を使うため, 計算
上の朔日が実際の朔日ではない事がたびたびある｡
さらに敷衍すれば, 松前健氏 (1971・第１章３節) は月神一般には人類学的に見て冥府神
としての性格があり, 日本の月読に関しても, 古代においては死神としての性格をもち,
｢月の顔見るは忌む事｣ という禁忌が存在をすると指摘する｡ また反対に奈良時代には, 月
に変若水 (をちみず＝若返り水) があるとの沖縄と共通する信仰が存在した｡ しかし和田萃
氏 (1995・第３章２節) は, 変若水信仰を月と結びつける思想は鑑で月水 (月夜の夜露) を
得る中国に由来するのではないかとし, また大久保正氏 (1980・第５章５節), 増尾伸一郎





































能となるのである｡ 実際, 推古朝以降になると, 天文異変記事が書紀に現れる｡ 次にその一
例を示そう｡








された｡ 日本古代文化史の新川登亀男氏は, 当時の仏教の事を ｢総合的なカルチャー｣ と呼
んでおり (新川1999ａ・第２章), 史料８・９で見たように, 天文・暦の担い手は僧侶であ
った｡ だから天文・暦は総合カルチャーとしての仏教文化の一部として, 倭国に伝来したの
桃山学院大学総合研究所紀要 第34巻第２号54
である｡ ところで倭国における仏陀は純粋仏教学でいうところの仏陀ではなく, ｢仏神｣ と
して受容された｡ すなわち仏神を拝むと得られる利益と, 在来神がそれに怒って及ぼす災害
との何れが大きいか, これが倭国における崇仏派と排仏派の思想上の対立点であった｡ そし






























安) に詣ず｡ 上 (＝文帝) は諸司をして其の風俗を訪わしむ｡ 使者言う, ｢倭王は天を





て坐る｡ 日が出れば便に理務を停め云う, 『我が弟に委ねん』 と｣｡ 高祖 (＝文帝) 曰く
｢此れはなはだ義理なし｣｡ ここに於いて訓令してこれを改めしむ｡













と名づくる所以は, 昔, 大人ありて, 常に勾
かが
まり行きき｡ 南の海より北の海に





びて行く｡ 高きかも｣ といいき｡ 故, 託賀の
郡という｡ 其の踰みし迹処は, 数々, 沼と成れり｡







離は変わらないのである｡ なお ｢南｣ が高く ｢北｣ が低いとの説もあるが, これも当たらない｡










え, 出でて任那に使す｡ ここに月神, 人につき
て謂いて曰く ｢我が祖高皇産霊
た か み む す ひ
, 預め天地を鎔造するの功あり｡ 宜く民地をもって我が







(史料13) 『扶桑略記』 24裡書・延喜18年 (918) 10月15日条
十月十五日｡ ……大宰府解す｡ 壱岐島怪異等を言上す｡ 解文に云く ｢西南方に彗星二三
夜見わる｡ 又長比売
な が ひ め
明神社, 住吉明神社に大鼓の如き鳴動あり｡ 御躰の美石, 宝殿を出
で, 地上に在り｡ 高御祖
たかみおや
名神社内に乱声あり, 炎光照耀し, 東を指して飛去す｣｡ 卜部
等申して云く ｢彼の島内に疾兵革｣｡ 古老云く ｢寛平六年二月, 彗星見わる｡ 四月, 新
羅賊来り, 人物を損し, 吏民を擾す｣｡ 寮云く ｢兵賊驚｣ てえり｡
書紀 (史料12) によると, 月の神が人に憑依して自らを歌荒樔田 (山城国葛野郡) に祀る
よう告げ, 壱岐県主の祖がこれに当たったとある｡ ここから上田正昭氏 (1999・｢天つ神の
世界｣) らは, 月読神が壱岐より勧請された神だと推測する｡ ｢月読み｣ は潮の干満を知る上
で重要であり, 『万葉集』 でも船出の歌が月を詠むのはこの反映であろう｡ 従って海上交通
に熟練した壱岐の首長が月を祭るのは自然で, 上田氏の推測を裏付ける｡ 月読の神託を受け





は珍しい｡ 史料13の最後の ｢寮｣ は陰陽寮を指すが, 卜部と古老がどこにいたのかは壱岐島,
大宰府, 朝廷の三通りが想定できる｡ 寛平６年 (894) の彗星の観測地もこれに関わるが,
壱岐で観測された可能性も十分ある｡ 時間の経過にともなう潮流の変化を知るには, 時間を
計る方法が必要である｡ 夜でも月が出ているときは月齢と月の位置である程度判断できるが,
月がない時には北斗七星の尾の向きによってもできる (厚谷1993)｡ 月読祭祀と併せて, 彗
星の発見は壱岐島民の海民らしい天体への興味と見なす事が可能である｡ また壱岐には住吉
社が存在する｡ 周知のように大阪湾の住吉津に鎮座する神で航海安全神である住吉三神は,













唐求法巡礼行記』 の記述である｡ つまり日本を出発した承和５年 (838) ６月13日の博多で
の諸使乗船 (午時＝定時法で12時前後) より始まって, 22日の志賀島出発 (卯時＝６時前後),
23日の宇久島到着 (巳時＝10時前後)・出発 (酉時＝18時前後) は, 十二辰刻で時刻が表記
されている｡ これらは船上なので太陽の位置で時刻を判断したのだろう｡ ところがさらに24
日, 29日には海上での記事に亥時 (22時前後), 28日には酉戌時 (17～21時頃) の表記があ
る (７月２日に ｢江河｣ に到着)｡ 夜間の海上で時刻が判断できたわけであるが, 24日 (西
暦838年７月19日) は, 仮に五島列島と長江河口の中間の北緯32度東経126度で調べてみると,
月出は地方平均時・真太陽時とも翌日０時20分頃 (子刻) であり16), その後, 月出は遅くな
る｡ よって月による時刻判定はできず, 北斗七星などによるものと思われる｡
ところで28日の巳時 (10時前後) に海水の色が変わったため, 船の人々は長江の流水では
ないかと ｢人をして子に登って見しむるに｣, ｢戌亥の会 (西北の方角) より直に南方に流










16) 峰崎綾一氏に検算を依頼したところ, 斉藤国治氏 (1989) の方法で月出は地方平均時０時22分, 真
太陽時０時18分との回答を得た｡ ちなみに Astroarts社のステラナビゲーター ver 8による概算も,
地方平均時で０時20分頃である｡ なお西暦への換算は内田1994による｡
17) 『類聚三代格』 18・天長５年 (828) 正月２日太政官符によれば, 渤海船に天文生が同乗している｡
これは天体観測と風雲を見るためだろう｡ 日本の遣唐使にも陰陽師 (延喜大蔵省式蕃使条) が乗って
おり, 陰陽師も同様の役割を持っていた可能性はある｡






倭国全体でも星の伝承に乏しかったとするのは不自然である｡ また宮島一彦氏 (1999) によ
ると, アイヌ人の間では独自の星座が伝えられる｡ 琉球, 南西諸島では中国とも日本とも違
う, 独自の星座があり, 八重山諸島の石垣島には, そのような星図が存在する｡ 日本天文学
史の立場から渡辺敏夫氏 (1986・第１章) は次のように言っている｡
『古事記』 などに天文学的記述が殆どないことは, 日本民族は天文に興味がなかった証
拠である, という人もあるかも知れないが, 必ずしもそう考える必要はない｡ ……少な
くとも季節を知り, 海を航するほどの天文知識はあったであろうことは想像されよう｡
……古代日本民族も, 星辰現象について関心があったとしても, 何の不思議もないこと












ったと考えられる｡ その背景には, 永らく広域を強固に支配する国家が未形成であり, また
外洋を航海する発達した商業交易などもなく, 天文学的暦を作成する必要がなかったためと
























(付記) 本稿は2004～07年度桃山学院大学地域連携研究プロジェクト ｢天変地異の社会学｣ の研究
成果の一部であり, また暦日・時刻等に関する部分は主として2006～09年度日本学術振興会科学研
究費補助金基盤研究 (Ｃ) ｢平安貴族における遅刻と時間厳守の研究｣ (課題番号18520525) の研究
成果の一部である｡ 口頭報告を聴いて有益なご教示をくださった研究プロジェクトの方々, ならび
に長崎古代史研究会 (長崎市) のメンバー, 第35回古代史サマーセミナー全体会 ｢古代壱岐島の世
界｣ (2007年８月19日, 壱岐市), 中日若手研究者交流ワークショップ 『伝来する＜知＞, 変容する
＜知＞―占い―願望と欲望―』 (2007年12月８日, 浙江工商大学日本文化研究所) における参加者
各位, また橋本政良氏, 峰崎綾一氏, その他の助言をくださった方に心より御礼を申し上げる｡
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Note about the notion of heaven in Wakoku (ancient Japan)
before acceptance of Chinese astrology
belief in heaven and the almanac
Hiroshi HOSOI
Ancient Japanese accepted the notion of heaven from China. Some researchers say there were
systematic heavenly myths before this notion. But lords of the YAMATO regime, that ruled
Wakoku at that time, had no systematic mythology except concerning the sun, the moon, and cer-
tain individual stars. One important reason is that the ancient Japanese until the Yayoi era had no
need for an almanac, because there was no government as such to impose the use of a common
calendar over the large Japanese archipelago. Another reason is that ancient Japanese didn’t sail
on the open seas, thus they did not require star navigation. From the third century, a Japanese
government designed to rule over a large area was being set up, and it was then that they ac-
cepted the Chinese almanac. Accordingly, they didn’t develop an original astronomy or related
heavenly myths. Nevertheless, those who often sailed on the open seas, for example those who
lived in northern kyushu, or naturalized Japanese were interested in the stars.
